
Ｙ2

Ｙ3

Ｙ4

Ｙ5

Ｙ6

Ｙ1

2
8
,
0
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

2,900

1,500

3
5
0

ＫB

6,300 6,000 6,000 6,000 6,000

36,600

Ｘ8Ｘ7Ｘ6Ｘ5Ｘ4Ｘ3Ｘ2

5,800

48,100

Ｘ1

5,700

Ｘ9

ＫA

7
,
7
0
0

1,470

5
,
3
0
0

1
,
6
0
0

4
,
6
0
0

1
0
0

2
,
9
0
0

4,000 4,000

8,000

ＭA

ＭB

7
,
7
0
0

3
,
7
5
0

ＫB

ＫA

300 4,300 2,000 4,300 1,200 2,9001,000

Ｘ8Ｘ7Ｘ6Ｘ5Ｘ4Ｘ3Ｘ2Ｘ1 Ｘ9

Ｋ1

6,000

Ｍ1 Ｍ2

26,000 2,000

1
1
,
2
0
0

Ｋ2

750

250500

1
,
5
0
0

2
,
9
0
0

3,
00
0

3
,
0
0
0

3,000

3
,
0
0
0

3,
00

0

6,300

3,000
3,000

7,990

7
0
0

1
2
,
3
0
0

2
,
5
0
0

3
,
5
0
0

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

4
0
0

2
,
1
0
0

3
,
7
5
0

Ｎ

肋木
防球格子 防球格子 防球格子 防球格子

防球格子防球格子防球格子防球格子 ■
■

■
■

■
■

■
□

アリーナ

教官室

女子便所

男子便所

掃除用具入

多機能便所

器具庫１

器具庫２

ステージ

放送室

控室

１階各室床面積表（㎡）

1,033.41

30.10

18.63

13.25

32.73

10.80

6.51

33.46

100.39

10.26

22.15

床：緩衝材ァ20にて縁切り

教官室：採光上の無窓居室

壁・天井：準不燃以上

非常照明設備設置

掃除用具入

流し台 ガス台

▲

▲▲

PC

ブレース

可動階段

可動階段

UP

UP

渡り廊下

屋内消火栓

屋内消火栓

多機能
便所

冷

UP 器具庫２

Ｚ1＋1,000

控室

▲

地先境界ブロックＡ

砂利敷き

砂利敷き

下足棚

（ピット）

UP

既存擁壁

水飲み

玄関

Ｚ1±0

スロープ

1/12以下

UP

木製棚

ピアノ

ウィンチ

特防
Ｚ1±0

たたき

既
存
側
溝

女子便所
（ピット）

UP

Ｚ0＋530▲

Ｚ0＋1,000

Ｚ0＋850

Ｚ0＋970
Ｚ0＋150

Ｚ0＋500

地先境界ブロックＡ
地先境界ブロックＡ 地先境界ブロックＡ 地先境界ブロックＡ

放送室

Ｚ1＋1,000

AVアンプ

Ａ

Ａ

ステージ
Ｚ1＋1,000

（下部収納台車11台）

Ｂ

アリーナ

Ｚ1±0＝Ｚ0＋1,000

断面図位置

断
面

図
位

置

階段
SK

特防

廊下
特防

男子

便所

防火区画

防火区画

器具庫１

31.88㎡

男女便所防火区画

斜線部分

斜線部分

防火区画　32.73㎡

Ｚ1-20 Ｚ1-20

Ｚ0＋980

1/12以下

ス
パ

ン
ド

レ
ル

部
ス
パ

ン
ド
レ

ル
部

Ｚ0＋970

スパンドレル部

射場

弓道場

的場

弓道場

UP
Ｚ0＋150

矢道

防矢ネット

防矢ネット

たたき

１階平面図　S＝1/100

継続的に
使用しない

手摺

1/12以下

手摺

手摺 手摺

手
摺

手
摺

砂利敷き

手
摺

手
摺

手摺

手摺

たたき

4
,
4
0
0

3
5
0

踏込み
（ピット）

屋内運動場延べ面積　1,541.71㎡

男女便所防火区画　 　  31.88㎡

器具庫1防火区画   　 　32.73㎡

区画面積合計  　　　   64.61㎡

面積区画（延べ面積－区画面積）

面積区画チェック

1,477.10㎡　≦　1,500㎡　ＯＫ

避難方向5.0

3.
5

▲
延

焼
の

恐
れ

の
あ

る
範

囲

UP

スロープ
1/12以下

スロープ
第一桝を示す

たたき

▲
延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
範
囲

▲
外

壁
間

中
心

線

▲
外
壁
間
中
心
線

▲外壁間中心線

ブレース

▲延焼の恐れのある範囲

歩
行

距
離

8
.
5
ｍ

UP
屋内消火栓

地先境界ブロックＡ ▲
延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
範
囲

▲
外
壁
間
中
心
線

第一桝を示す

▲外壁間中心線▲外壁間中心線

▲
延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
範
囲

地先境界ブロックＡ

Ｚ0＋850

砂利敷き

▼延焼の恐れのある範囲

▼延焼の恐れのある範囲

ブレース

ス
パ

ン
ド

レ
ル

部

スロープ

教官室

渡り廊下

渡り廊下

▲
延

焼
の

恐
れ

の
あ

る
範

囲

▲
外

壁
間

中
心

線

▲
外

壁
間

中
心

線

柔剣道場

（既存のまま）

その他の建物

▲

Ｂ

▼
延

焼
の

恐
れ

の
あ

る
範

囲

ブレース

消

消火器ボックス（床置き型）

ボックスのみ本工事　消火器は別途工事

屋内消火栓（別途工事）

消火器ボックス（壁埋め込み型）

壁掛け金具・消火器とも別途工事

床下点検口

凡　例

防火区画・スパンドレル部

床：緩衝材ァ20にて縁切り

屋内運動場と渡り廊下は別棟とする（Ａ-61図参照）

屋内運動場と渡り廊下は別棟とする（Ａ-60図参照）

床：緩衝材ァ20にて縁切り

屋内運動場と渡り廊下は別棟とする（Ａ-60図参照）

▼延焼の恐れのある範囲

▲外壁

砂利敷き
▲外壁

▲外壁 ▲外壁
▲外壁

▲外壁 ▲外壁
▲外壁

砂利敷き

▲
外

壁
▲

外
壁

▲
外

壁
▲

外
壁

砂利敷き

▲
外
壁

砂利敷き

▼外壁
ブレース▼外壁

▼外壁 ▼外壁
▼外壁

▼外壁

Ｚ0＋850

▼外壁
砂利敷きブレース

▼
外

壁
▼
外

壁
▼

外
壁

▼
外

壁
▼

外
壁

9
0
0

9
0
0

900 補正図書

9
0
0

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計

図
番

認

連
　
　
　
番

担当

一級建築士登録

第１０１３１６号

訂正

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

発行

次長部長 審査

図
面
名

工
事
名

縮
尺栗 原 憲 昭

設
計
者

管
　
理

建
築
士

一級建築士登録

第３２５８３０号
目　黒　隆

宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

事務所登録　　　宮城県　第18210266号

代表取締役　　栗 原 將 光

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７
屋内運動場　１階平面図

2019.9
松島高屋内運動場改築等工事

A1:1/100

A3:1/200

Ａ－07



6,300 6,000 6,000 6,000 6,000 6,300

36,600

Ｘ8Ｘ7Ｘ6Ｘ5Ｘ4Ｘ3Ｘ2

5,800

Ｘ9

5,700

Ｘ1

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

2
8
,
0
0
0

Ｙ1

Ｙ6

Ｙ5

Ｙ4

Ｙ3

Ｙ2

3
5
0

48,100550

ＫB

ＫA

7
,
7
0
0

Ｘ8Ｘ7Ｘ6Ｘ5Ｘ4Ｘ3Ｘ2 Ｘ9Ｘ1

Ｋ1

6,000 26,000 2,000

ＭA

ＭB ＫB

ＫA
7
,
7
0
0

Ｍ1 Ｍ2

250

300

1,000 2,900

1
1
,
2
0
0

250300

750

Ｋ2

5,
00

0

5,000

5,000

5,000

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

7,990

3
,
5
0
0

2
,
5
0
0

3
5
0

Ｎ

アリーナ上部吹き抜け

防
球

格
子

防
球

格
子

防
球

格
子

防
球

格
子

■
■

□
□

■
□

2,400 3,400

２階各室床面積表（㎡）

更衣室

ギャラリー

22.55

159.69

ブレースブレース

ブレース

保守点検用ギャラリー

FL＋3,400

FL＋3,400

渡り廊下屋根

スノコ

保守点検用

スノコ

保守点検用

ブドウ棚

ステージFL＋6,200

ギャラリー

DN

UP

UP

屋内消火栓

屋内消火栓

消

消火器ボックス（床置き型）

ボックスのみ本工事　消火器は別途工事

屋内消火栓（別途工事）

防火区画

床下点検口

消火器ボックス（壁埋め込み型）

凡　例

壁掛け金具・消火器とも別途工事

Ｂ

断
面

図
位

置

Ａ

断面図位置

２階平面図　S＝1/100

射場

弓道場

防矢ネット

屋根

渡り廊下

矢道 弓道場

的場

3.0

3.5

5
.
0

更衣室

5
.
5

DN

4.0

1
7
.
0

歩
行

距
離

2
1
.
0
ｍ

ギャラリー

FL＋3,400

歩
行

距
離

1
7
.
0ｍ

▲
延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
範
囲

▲外壁間中心線

屋内消火栓

ブレース

▲延焼の恐れのある範囲

▲
外

壁
間

中
心

線

▲外壁間中心線

ブレース

▲
延

焼
の

恐
れ

の
あ

る
範

囲

Ｂ

▲
延

焼
の

恐
れ

の
あ

る
範

囲

▲
外

壁
間

中
心

線

▼延焼の恐れのある範囲

▼
延

焼
の

恐
れ

の
あ

る
範

囲

▲
外

壁
間

中
心

線

▲外壁間中心線

保守点検用ギャラリー

▼延焼の恐れのある範囲

Ａ
▲外壁間中心線

▲
延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
範
囲

防矢ネット

▼延焼の恐れのある範囲

▲外壁間中心線

屋内運動場と渡り廊下は別棟とする（Ａ-60図参照）

屋内運動場と渡り廊下は別棟とする（Ａ-61図参照）

外壁～渡り廊下屋根　クリアランス150程度

（既存のまま）

柔剣道場屋根

その他の建物

柱型～渡り廊下屋根　クリアランス200程度

▼外壁 ▼外壁 ▼外壁 ▼外壁 ▼外壁 ▼外壁 ▼外壁 ▼外壁 ブレース

▲外壁 ▲外壁 ▲外壁 ▲外壁 ▲外壁 ▲外壁 ▲外壁 ▲外壁

▼
外

壁
▼

外
壁

▼
外

壁

▲
外

壁
▲

外
壁

▲
外

壁
▲

外
壁

▲
外

壁

渡り廊下

屋根

補正図書

株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計

図
番

認

連
　
　
　
番

担当

一級建築士登録

第１０１３１６号

訂正

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

発行

次長部長 審査

図
面
名

工
事
名

縮
尺栗 原 憲 昭

設
計
者

管
　
理

建
築
士

一級建築士登録

第３２５８３０号
目　黒　隆

宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

事務所登録　　　宮城県　第18210266号

代表取締役　　栗 原 將 光

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

松島高屋内運動場改築等工事

屋内運動場　２階平面図

2019.9

A1:1/100

A3:1/200

Ａ－08



株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計

図
番

認

連
　
　
　
番

担当

一級建築士登録

第１０１３１６号

訂正

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

発行

次長部長 審査

図
面
名

工
事
名

縮
尺栗 原 憲 昭

設
計
者

管
　
理

建
築
士

一級建築士登録

第３２５８３０号
目　黒　隆

宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

事務所登録　　　宮城県　第18210266号

代表取締役　　栗 原 將 光

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

松島高屋内運動場改築等工事

A1:1/100

A3:1/200

屋内運動場　屋根伏図

Ｘ9Ｘ8Ｘ7Ｘ6Ｘ5Ｘ4Ｘ3Ｘ2

屋根伏図　S＝1/100

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

2
8
,
0
0
0

Ｙ1

Ｙ6

Ｙ5

Ｙ4

Ｙ3

Ｙ2

Ｎ

6,300 6,000 6,000 6,000 6,000 6,300

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

Ｘ1

5,700

1,500

5,800

1,50048,100

2019.9

雪止め２段

雪止め２段

Ａ－09

2
.
7
5

1
0

2
.
7
5

1
0

2
.
7
5

1
0

2
.
7
5

1
0

2
.
7
5

1
02
.
7
5

1
0

屋根マンホール

内径900×900



株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計

図
番

認

連
　
　
　
番

担当

一級建築士登録

第１０１３１６号

訂正

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

発行

次長部長 審査

図
面
名

工
事
名

縮
尺栗 原 憲 昭

設
計
者

管
　
理

建
築
士

一級建築士登録

第３２５８３０号
目　黒　隆

宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

事務所登録　　　宮城県　第18210266号

代表取締役　　栗 原 將 光

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

松島高屋内運動場改築等工事

A1:1/100

A3:1/200

屋内運動場　立面図（南・西）

2019.9

Ａ－10

▼最高の軒高

▼最高の高さ

1
3
,
0
0
0

1
,
0
0
0

3
,
4
0
0

4
,
6
0
0

4
,
0
0
0

Ｚ2

Ｚ1

Ｚ0

４

６

７

３３

２

１１１

２

１

１

１

Ｘ8Ｘ7Ｘ6Ｘ5Ｘ4Ｘ3Ｘ2

48,100

Ｘ1 Ｘ9

5,700 6,300 6,000 6,000 6,000 6,000 6,300 5,800

南立面図　S＝1/100

１

１

１

３３

１

５５

６

７

６

2.75

10

２

校章　Ｌ2,50×Ｈ2,500（緑色）

部室棟（A－39図参照） 弓道場　射場（A－49図参照）

1,5001,500

1
3
,
0
0
0

1
,
0
0
0

3
,
4
0
0

4
,
6
0
0

4
,
0
0
0

Ｚ2

Ｚ1

Ｚ0

▼最高の軒高

▼最高の高さ

28,000

5,600 5,600 5,600 5,600 5,600

西立面図　S＝1/100

Ｙ1Ｙ2Ｙ3Ｙ4Ｙ5Ｙ6ＡＢ

5,350 7,500 3,750 7,700

ＫAＫB

５

１

２

３

４

凡　　例

６

根廻り：ＣＲ(Ｂ)＋浸透型吸水防止剤（汎用タイプ）

フッ素ＳＧＬ鋼鈑瓦棒葺き

ＥＣＰァ60（リブパネル縦張）＋防水形複層塗材Ｅ

ＥＣＰァ60（フラットパネル縦張）＋防水形複層塗材Ｅ

竪樋養生管（Ｈ1,800）配管用炭素鋼鋼管（白）＋ＤＰ

竪樋　カラーＶＰ100φ

７

唐草・破風等：屋根同材加工

８ 雪止め　Ｌ-50×50×4＋溶融亜鉛メッキ

８

屋根マンホール

屋根マンホール

１

（A－60図参照）

渡り廊下

１

3,100 2,900 1,500

７

館銘板　Ｌ4,500×Ｈ500

宮城県松島高等学校



株式会社 盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計盛総合設計

図
番

認

連
　
　
　
番

担当

一級建築士登録

第１０１３１６号

訂正

ＳＡＫＡＲＩ

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ

Ｐ Ｌ Ａ Ｎ

発行

次長部長 審査

図
面
名

工
事
名

縮
尺栗 原 憲 昭

設
計
者

管
　
理

建
築
士

一級建築士登録

第３２５８３０号
目　黒　隆

宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３－１６　〒９８０－００１１

事務所登録　　　宮城県　第18210266号

代表取締役　　栗 原 將 光

ＴＥＬ（代表）０２２－２２２－６８８７　　ＦＡＸ０２２－２２４－２３９７

松島高屋内運動場改築等工事

A1:1/100

A3:1/200

Ｈ31.9

Ｘ8 Ｘ7 Ｘ6 Ｘ5 Ｘ4 Ｘ3 Ｘ2

48,100

Ｘ1Ｘ9

5,7006,3006,0006,0006,0006,0006,3005,800

北立面図　S＝1/100

屋内運動場　立面図（北・東）
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▼最高の高さ
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東立面図　S＝1/100

Ａ－11
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１

２

３
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凡　　例

６

根廻り：ＣＲ(Ｂ)＋浸透型吸水防止剤（汎用タイプ）

フッ素ＳＧＬ鋼鈑瓦棒葺き

ＥＣＰァ60（リブパネル縦張）＋防水形複層塗材Ｅ

ＥＣＰァ60（フラットパネル縦張）＋防水形複層塗材Ｅ

竪樋養生管（Ｈ1,800）配管用炭素鋼鋼管（白）＋ＤＰ

竪樋　カラーＶＰ100φ

７

唐草・破風等：屋根同材加工

８ 雪止め　Ｌ-50×50×4＋溶融亜鉛メッキ

８

補正図書

２
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松島高屋内運動場改築等工事

A1:1/100

A3:1/200

屋内運動場　断面図

2019.9

Ａ－12
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▼最高の高さ

▼最高の軒高

28,000

5,600 5,600 5,600 5,600 5,600

Ｙ6 Ｙ5 Ｙ4 Ｙ3 Ｙ2 Ｙ1

1,500 1,500

ギャラリー

Ａ－Ａ断面図　S＝1/100

アリーナ床面積

アリーナ容積

アリーナ平均天井高さ 10,411.60　÷　1,033.41　＝　10.07　ｍ

平均天井高さ算定（小数点第３位以下切り捨て）

ギャラリー床面積

Ａ－０３図（２～５）　1,033.41㎡

更衣室　▲3.70×6.095　＝　▲　22.55

ギャラリー容積

Ａ－０３図（１）　　　　　　　182.24㎡

合計　159.69㎡

ギャラリー平均天井高さ

屋根水下以下　159.69×Ｈ（4.60＋0.15）　＝　 758.52

屋根水下以下　1,033.41×Ｈ（3.40＋4.60＋0.15）＝　8,422.29

屋根水下以上　1,033.41×Ｈ（4.0－0.15）÷2　＝　　1,989.31

合計　10,411.60ｍ3

屋根水下以上　159.69×Ｈ（4.0－0.15）÷2　＝　307.40

合計　1,065.92ｍ3

1,065.92　÷　159.69　＝　6.67　ｍ



保守点検用ギャラリー
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松島高屋内運動場改築等工事

矩形図１
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校歌額取付

木製Ｗ3,000×Ｈ1,900×Ｄ90

既存屋内運動場より移設（本工事）

既存屋内運動場より移設する額・写真は

下地補強は適宜行うこと。
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ステージ

ＬＧＳ＋合板ァ5.5＋シナ合板ァ5.5＋ＷＰ
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軒樋

内樋タイプ　フッ素ＳＧＬ鋼鈑ァ0.5

落ち葉除け（スリットタイプ）付

大型ＦＬＢァ18＋ＰＷＰ

鋼製床下地＋合板ァ12

ＣＦ(Ｂ）

木毛セメント板（塗装品）表し

天井

カラーＶＰ100φ

竪樋

軒天

ＬＧＳ100型＠300＋合板ァ12＋シナ合板ァ12＋ＷＰ

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

ＣＦ（A）＋防じん塗料

コンクリート山上ァ80＋シナ合板ァ12＋ＷＰ

鋼製手摺＋ＳＯＰ

収納台車11台

1
,
0
0
0

2019.9

壁見切り縁

集成材25×25＋ＷＵＰ
壁見切り縁

集成材25×25＋ＷＵＰ

Ａ－13

土台90×90
A.BOLT-9φ＠1,800

90×90

束柱90×90＠900

90×90＠900 ＬＧＳ100型＠300＋合板ァ12＋シナ合板ァ12＋ＷＰ

鉄部：ＳＯＰ

プロセニアムアーチ

集成材＋ＷＰ

ボーダー

集成材＋ＷＰ

1
1
,
0
7
7

保管場所は協議による。

根廻り

ＣＲ(Ｂ)＋浸透型吸水防止剤（汎用タイプ）

A3:1/100,40

A1:1/50,20

350 1,150

1,500

240240

550550

1,300

550

1,300

550

240 240

構造用合板は１類２種とする

補正図書

木毛セメント板ァ40（塗装品）

アスファルトルーフィング940

発泡ポリスチレンフォームァ40

フッ素ＳＧＬ鋼鈑ァ0.4瓦棒葺き

（丸キャップ・かん合式・発泡ポリエチレンホームァ４裏打ち）

３０分耐火構造FP030RF－9313

ＥＣＰァ60＋防水形複層塗材Ｅ

１時間耐火構造FP060NE－9037

＋ＥＰ－Ｇ（突付け張り）

養生管Ｈ1,800

配管用炭素鋼鋼管（白）＋ＤＰ

ＥＣＰァ60＋防水形複層塗材Ｅ

１時間耐火構造FP060NE－9037

ＥＣＰァ60＋防水形複層塗材Ｅ

１時間耐火構造FP060NE－9037

軒天

150 50

350

500 70 80

アルミ製額縁（シルバー）

1
0
0

カーテンボックス

集成材ァ25＋ＷＰ

ステンレス・ダブルレール

カーテンレール アルミ製外見切り材Ｗ80（建具附属品）

建具枠取り合いシーリング10×10

軒樋

内樋タイプ　フッ素ＳＧＬ鋼鈑ァ0.5

落ち葉除け（スリットタイプ）付

Ｃ-100×50×20×2.3

▼最高の軒高

5
0

木胴縁＋有孔シナ合板ァ5.5＋ＷＰ

ＬＧＳ100型
Ｌ-50×50×4＠900

ＥＣＰァ60＋防水形複層塗材Ｅ

屋内側：現場発泡断熱材ァ25吹き付け（共通）

Ｙ6

補強ＰＬ付き

壁・柱型取り合い　S＝1/20

屋根下地との間にクリアランスを確保のこと

壁・柱型仕上材と屋根下地の干渉防止のため

▲
２

階
壁

芯

ＬＧＳ＋ＳＧＢァ11

45分準耐火構造QF045RS－9001

ＬＧＳ＋ＳＧＢァ11＋ＥＰ－Ｇ（突付け張り）

45分準耐火構造QF045RS－9001

ＬＧＳ＋ＳＧＢァ11＋ＥＰ－Ｇ

軒天

（突付け張り）

45分準耐火構造QF045RS－9001

ＬＧＳ＋ＳＧＢァ11＋ＥＰ－Ｇ
（突付け張り）

45分準耐火構造QF045RS－9001

軒天

ＥＣＰァ60＋防水形複層塗材Ｅ

外周部ＲＣ壁内側（共通）

現場発泡断熱材ァ25吹き付け

１時間耐火構造FP060NE－9037

ホワイトボード取付

Ｗ1800×Ｈ1200

Ｚ2以上：鉄骨C型鋼100+合板ァ12＋シナ合板ァ12＋ＷＰ

Ｚ2以下：鉄骨C型鋼100@600＋合板ァ12＋シナ合板ァ12＋ＷＰ

Ｚ2以上：鉄骨C型鋼100＋合板ァ12


